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要旨 

近年の女性運動は世界のメディアから注目されており、さまざまな地域で起こって
いるにもかかわらず共通の問題に直面しているためか、多くの目標は非常に類似し
ている。若い世代によるSNSの利用は、女性運動が身近な日常生活へと浸透し、
ジェンダーの役割に対する認識が社会全体で変化し始めている。この研究では、日
本の現代の女性運動として、＃ミートゥ運動、＃クートゥー運動、フラワーデモ、
女性行進に焦点を当てた。これらの運動の目標は、社会に様々な影響を与える可能
性があり、社会を支えるそれぞれの人々に異なる影響をもたらす。私たちの研究で
は、近年の女性の動きが学生の市民参加にどのように影響しているか、学生のジェ
ンダーの役割に対する認識、又学生の行動や意見がどのように変化しているか、お
よびその理由を追求するために、86名の日本人大学生を対象に調査を行った。調査
の結果、日本の大学生の大多数は、女性運動に参加していない、又その運動につい
てよく認識していないにも関わらず、女性運動を支持していることが分かった。さ
らに、ジェンダーの役割に対して未だにいくつかの理想を持っているが、ジェン
ダーに基づく労働や服装規定を信じておらず、誰も自分の意見に影響を与えていな
いと感じている学生も多数いた。さらに、男子学生は女性運動についてより意識し
ており、女性の権利の問題に関する意見に深く影響しているということも分かっ
た。日本の女性運動は大学生の生活の中でより重要になりつつあり、彼らが持つ

ジェンダーに関する問題の見方に影響を与えていると言える。 
 
はじめに 

この研究で私たちは日本人大学生の日本の女性運動に関する認識および意識につ

いて調査した。調査では＃ミートゥ運動、＃クートゥー運動、フラワーデモ、女性行進

に焦点を当て、近年の女性の動きが学生の市民運動参加にどのように影響しているか、

学生のジェンダーの役割に対する認識、又学生の行動や意見がどのように変化している

かについて調査を行った。その結果日本の女性運動は大学生の生活の中でより重要にな

りつつあり、彼らが持つジェンダーに関する問題の見方に影響を与えていることがわ

かった。 

1. 研究の重要性 

近年、世界中で女性の社会進出が盛んになってきている。SNSで現代の女性運動に

ついて知るようになった。日本人大学生がどのように女性の社会進出について考えてい

るか、また日本人の大学生の生活にどのような影響があるのかについて理解したいと考
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えた。最近の女性運動は女性に対する男性の態度にどのように影響するかについて興味

が出てきた。この卒業論文を通して、アメリカと比較して日本で働く女性の問題につい

てより広い知識を得、他の人々と共に女性の運動と女性の権利の重要性について考えて

みたい。 

 

2. 研究質問 

1.) 近年の女性運動は大学生の市民活動への参加にどのように影響しているか。 

2.) 現代社会における男女の役割の変化を大学生はどのように捉えているか。また彼

らの考え方にどのような影響を与えているか。 

3.) 女性運動は大学生にどのような影響を与え、彼らの行動にどのような変化をもた

らしているか。 

3. 研究背景 

3.1「女性運動」とは何か 

江藤（2005）によると、女性運動とは「日本の女性運動は様々な思想、組織の規

模や行動を表現します」である。女性運動は主に女性によって広がり、女性の生涯にお

いてポジティブな影響を及ぼす事を目的としている。この影響は経済的、政治的、又は

権利に関する物と言える（江藤、2005; Enloe、2014)。 

3.2 日本の女性運動の歴史 

明治時代は1868年から1912年である。1890年、女性は政治集会に出席することが

できなかった。女性は記事や請願書を書いて政治に参加し、「青鞜」という雑誌で、

フェミニストが議題に上がった。1870年、中絶を犯罪とする法律が制定され、女性の作

家が雑誌で反対を訴え続けた（Mackie、 2013)。小学校においては男女両方の教育が義

務付けられていたが、高等教育では、母性教育にあまり重視していなかった（Patessio

、2013)。これは、1990年以前の日本の女性運動の歴史である。1947年、アメリカの占

領下で女性は投票権を得て、平和運動において大きな役割を果たした。女性グループ

は、より安価な食糧のために活動を広げ、職場でより多くの女性が必要とされた。これ

らの運動のほとんどは母親としての女性の役割に焦点を当てていた（江藤、2008)。 
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次に、現代の女性運動である。現代の女性運動 は1990年から現在までを示す

る。江藤（2008）によると、女性運動は以下の5つである。1つ目は、ドレスコードに関

する勤務先との確執。2つ目は、勤務先と通勤電車におけるセクハラに注意を向ける。3

つ目は、レイプと婦女暴行における法律改正について。４つ目は、女性グループによる

非武装化に取り組むための努力、５つ目は、第二次世界大戦下の慰安婦賠償問題であ

る。 

3.3 日本政府の取り組み 

日本政府の取り組みの一つであるウーマノミクスについて説明する。安倍 晋三

政権の下で、2013年に制定された女性が働きやすく、経済成長に貢献する政策を意味す

る。より多くの女性が働いているが、彼女らは不安定な立場にある。現在の安倍内閣に

は女性閣僚は1名しかおらず、安倍政権は女性が子供を産んで国のために働くことを望

んでいるが、働く母親が利用できる託児所サービスなどの女性に対するサポートはない

（Schieder、2017)。次に、女性専用車両について説明する。満員電車で女性と子供たち

に安全なスペースを与えるために作られた。試運転は2000年に始まり、本格的には2001

年から実施された。女性専用車に対して否定的な見方と肯定的な見方の両方がある。ほ

とんどの女性専用車は特定の時間にのみ有効である。法的な観点から、コンプライアン

スは必要ない（堀井、2012)。現代の女性運動：司法制度について説明する。日本には 

26万400名の警察官が存在し、約9%の2万3千400名が女性警察官である。また、2万8千

400名の警察署職員がいる。そのうち約46％の1万3千名が女性職員だが、職員は供述書

を作成することができない（National Police Agency、2018)。2018年に女性弁護士は全体

の19％に過ぎなかった。この数字は過去５年間で減少し続けている3.4 現代の女性運動

の目的（日本弁護士連合会、2018)。 

3.4 現代の女性運動の目的 

次に、現代の女性運動の目的：路上でのデモである。東京フラワーデモンスト

レーションにはレイプと性的暴行に関する法律に反するデモンストレーションがあった

（フラワーデモ、2019)。これは、自分の娘をレイプした男性の事件から始まった。し

かし、第一審では娘が拒んだと言う証明がない為、男は起訴されなかった。この判断は

第二審でくつがえされた。性的暴行を経験した女性のためにより安全な保護と、書類送
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検に関する改正手続きが必要になる（滝口、上野、2019; The Japan Times, 2020)。 抗議

は東京を超えて拡大している（フラワーデモ、2019)。現代の女性運動の目的、特に路

上でのデモについて説明する。女性達の行進は女性の権利と男女共同参画のための行進

である。自分の身体に対する自主権とジェンダーの格差や権力に対する抗議である。ま

た、女性のより広い政治的関与に関して主張し、最初の行進は世界中の女性によってオ

ンラインで計画され、現在、「国際女性の日」にほとんどの国で行進が行われている（

Women's March、2019)。 

次に、SNSでの発信である。＃クートゥの意味は「靴」と「苦痛」から来てい

る。性差別による職場の服装規定に対する反論で、一般的女性がよく使用するSNSで注

目された（石川, 2019)。＃ミートゥはセクハラや性暴力に対する論争で、有名な女性が

主に使用するSNSで注目され、一般女性にも広がっている（Me Too Movement、2019)。

では、次に、現代の女性運動は日本の＃ミートゥ運動である。ジャーナリストの伊藤詩

織は放送記者の山口敬之に性的暴行を受けたと主張した。警察に報告書を提出しようと

したが、反対され、彼女がその件について追求しようとした所、告訴は取り下げられ

た。その後メディアに訴えたが、極端な反発に直面した。日本の性的暴行に関する法律

の改正と否定的な慣習に注目を集める方法として、始まった（伊藤、2017)。そして、

現代の女性運動の目的について説明する。伊藤詩織の「ブラックボックス」という著書

がある。これは伊藤詩織が直面した闘いと個人的な経験を記した著書である。法律が女

性の発言を防たげる証言や女性警察官に報告する際に感じた彼女の無力さについて語っ

ている。また、犯罪を報告するプロセスは屈辱的であったと述べている（伊藤, 2017)。 

3.5 現代の女性運動への参加 

最後に、第一回目の東京フラワーデモンストレーションには約300名の男性と女

性が参加した（滝口, 上野, 2019)。さらに、日本で最初に行われた女性の行進は450名の

人々が東京の様々な箇所で行進した（後藤, 2019)。東京フラワーデモンストレーション

にも女性の行進にも女性問題に対する国際的および国内的な注目が向けられた（フラ

ワーデモ, 2019)。 

4. 研究方法 
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私達が行ったアンケート調査の研究結果について説明する。この調査には86名の

日本人大学生に参加してもらいった。参加者は男子大学生43名、女子大学生42名と精査

流動性ジェンダー1名だった。グーグルフォームを使ってデータを集めた。  

5. 結果 

5.1 研究質問1: -近年の女性運動は大学生の市民活動への参加にどのように影響している

か。 

 

 

まず、「下記の女性運動についてどの程度理解しているか」という質問に対して男子学

生の67％と女子学生の45％が＃＃ミートゥ運動を知っていると答えたが、＃クートゥ、

フラワーデモ、女性達の行進についてあまり知らなかった事がわかった(図1.1参照)。 
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そして、「下記の女性運動についてどう思うか」という質問には、ほとんどの学生が女

性運動に好意的な気持ちを持っていると答えたが、女子の約4割と男子学生の約2割が、

強くそう思っている事がわかった(図1.2参照)。 

 

次に、「下記の女性運動にどのように参加するか」という質問に対して、男子学生の47

％と女子学生の31％が参加しないと答えた。男子学生の37％と女子学生の48％が運動に

関する情報を読んでいると答えた(図1.3参照)。 
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さらに、「下記の女性運動にどのくらいの頻度で参加するか 」という質問には、大多

数の大学生は男女共に、＃クートゥ、＃＃ミートゥ、フラワーデモと女性達の行進にも

参加していないと答えた(図1.4参照)。 

 

また、「市民活動に対する見解」という質問には、女子学生と男子学生の約9割が、

「市民活動は社会を変える事ができる」と答えた(図1.5参照)。 
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「下記の状況に対し、どの程度知っているか」という質問に対して大多数の大学生は男

女共に伊藤詩織の性的暴行訴訟についてあまり知らなかったが、ほとんどの男女の大学

生共に女性専用車両についてよく知っていた。男子学生の76％と女子学生の90％がヒー

ルに関する服装規定についてよく知っていると答えた(図1.6参照)。 

 

最後に、「伊藤詩織、ヒールの服装規定、女性専用車両に対する見解」という質問に

は、男子学生65％と女子学生84％が、伊藤詩織の「性的暴行を捜査しなかったこと」

と、男子学生の70％と女子学生の88％が「ヒールの服装規定」に反対している。男女の
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大学生共に約8割が「女性専用車両は痴漢を防ぐ」ことに賛成しているようだ(図1.7参

照)。 

5.2 研究質問1のまとめ 

女子大学生より男子大学生の方が女性運動により馴染みがあるが、女子学生はそ

の運動に対してより強い肯定的な感情を持っている。女性運動とその目標に関する知識

は、SNSによる影響が大きいと言える。ほとんどすべての男女の大学生が社会の変化に

市民参加が必要であると感じている。大多数の男女の大学生は女性運動に物理的に参加

していないが、意識と知識を習得したいという欲求が高まっているようだ。 

5.3 研究質問２: 現代社会における男女の役割の変化を大学生はどのように捉えている

か。また彼らの考え方にどのような影響を与えているか。 

 

まず、「家事・育児と肉体労働に関する見解」には、79%の女子学生と61%の男子学生

が「女性は家事や育児をするべきである」という意見に反対で、過半数の男子学生が

「肉体労働は男性がやるべき仕事」に同意した(図2.1参照)。 
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次に、「大学進学と警察官に関する見解」についての質問には、過半数の学生は男女と

も、「女性は大学に行かず結婚相手を見つけることに集中すべき」という意見に反対

し、ほとんどの学生は男女共に、「女性は大学に行かず結婚相手を見つけることに集中

すべき」という意見や、男子は女子より「男性は警察官に適している」という意見に反

対している(図2.2参照)。 

 

最後に、「日本の政府と女性警察官に対する見解」についての質問には、男子学生は

「日本政府は男女の平等な権利を支援している」という項目には中立の立場を取り、女
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子学生は反対が多かった事がわかった。大多数の女子学生は「女性の警察官が増えるべ

きだ」という意見に賛成しているが男子は中立が多かった(図2.3参照)。 

 

「以下の項目であなたに『最も』圧力をかけるのは誰だか」という質問には、大多数の

学生は、「誰の意見にも圧力を感じない」が、「清潔な生活環境を保つ事と大学に行く

事に関しては家族の意見が影響する」と答えた(図2.4参照)。 

 

「以下の職業に対して、適していると思う性別はどちらだと思うか」という質問には、

ほとんどの男女共に職業は性別にとらわれないと考えているが、半数以上の女性は男性
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は整備士に、また38%の女子と33%の男子が女性は事務員に適していると答えた(図2.5

参照)。 

5.4 研究質問2のまとめ 

大半の女子大学生と男子大学生はジェンダーに対するステレオタイプがないと言

えるが、いくつかの職業については女子学生の方が男子学生よりステレオタイプを持っ

ていると言える。男女共に、女性は男性と同等の機会が与えられるべきだと考えてい

る。大半の大学生が男女共に、ジェンダーに対する意見は誰の影響もうけていないと答

え、この事は学生たちが持っている性別に関するステレオタイプは彼らの経験によって

形成されると言えると思う。 

5.5 研究結果３: -女性運動は大学生にどのような影響を与え、彼らの行動にどのような

変化をもたらしているか。 

 

まず、「次の性別のドレスコード（服装規定）の例に同意しますか」という質問に対し

て、ほとんどの大学生は性別によるドレスコードに反対しているが、約1割の男子学生

は「男性はスーツを着なくてはいけない」と答えた(図3.1参照)。 
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次に、「性別によるドレスコード（服装規定）を廃止する会社に賛成だか、反対だ

か。」という質問に86%の男子学生と81％の女子学生は賛成だと答えた(図3.2参照)。 

 

そして、「性的暴行を受けたと主張する人をどの程度サポートするか。」という質問に

は、全ての大学生はサポートすると答え、サポートしないと答えた学生は誰もいらな

かった(図3.3参照)。 
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また、「女性の社会進出がより一般的になりつつある今、女性運動に関するニュースを

検索したりフォローしたりする可能性があるか。」という質問に対して58％の男子学生

と81％の女子学生が可能性があると答えた(図3.4参照)。 

 

最後に、「＃＃ミートゥ運動とフラワーデモにより、性的暴行に関する日本の法律に対

するあなたの意見はどのように変わったか。」という質問には、58％の男性と38％の女

性は賛成する気持ちに変わったと答えた(図3.5参照)。 
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5.6 研究質問3のまとめ 

大多数の大学生は男女共に、性別による服装規定に反対しており、会社はそれら

を排除する必要があると感じている。女性運動の人気は年々高まって来ているため、大

学生は女性運動を指示する可能性が高いかもしれない。ほとんどの大学生は性的暴行を

受けた女性をサポートすることを支持している。一方で、学生の約4分の1は日本の性犯

罪に関する刑法についての認識が低いだ。最近活発になって来た女性運動により、男子

学生の「女性の権利」に対する見解がより肯定的に変わった。 

6. 結論 

調査結果によると、日本の男子大学生は、性別の役割の変化により、これらの運

動とその影響に関する情報を求めるようになったため、運動に馴染みがある可能性があ

る。女子大学生は、女性運動に参加していないもしくは、運動についてよく知らないに

もかかわらず、経験によりこれらの女性運動を強く支持している。日本の大学生が女性

運動に興味を持ち、積極的に社会に変化を与えるめに参加している。日本の大学生は

SNSで参加しているのだが、女性運動には物理的に参加していない。この行動は新しい

世代による「参加」を意味しており、私達の調査ではSNSでの参加を、日本の大学生は

具体的な活動として解釈していると思う。それから、大学生が問題を読んで話し合って

いるという事実は、社会の変化に参加したいという欲求を示していると思う。一部の大

学生は、まだ性別による理想を持っているが、性別による労働や服装規定を支持せず、

自分の意見に影響を与える人がいないと感じる男女の大学生は多数いた。つまり、学生

の性別による見解は自分の経験とSNSで作られている。ニュースとSNSで取り上げられ

ている女性運動は、日本の大学生は男女共に運動の目標についてより知りたい、そして

女性の権利を支持したいと思っている大きな要因となっている。日本の女性運動は大学

生の生活において男女を問わず重要な問題について学ぶ機会となり、女性の権利問題に

対する男子大学生の意識を大きく変えていると言える。 

7. 研究の限界点と将来の研究課題 

最後にこの研究の限界点と将来の課題について説明する。調査対象の男女の大学

生共に女性運動についての知識が限られているため、彼らの見解を完全に把握すること

は困難だった。性別の理想に関する情報は、賛成の有無だけではなく、なぜ彼らが同意
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したり反対したりしたのかを尋ねれば、もっと多くの情報を得ることができたと思う。

将来的には、社会人に服装規定があるかどうか、またその規定に関しての見解を尋ねる

ことは、特に性差別的な服装規定の認識との関連で有益だと思う。 
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